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区分 制定（1977年） 一部改正（1994年） 全部改正（2007年）






















































































































































配置類型 特殊学校 一般学校 計
特殊教育対象児童
･生徒 特殊学級 一般学級（全日制統合学級）











幼稚園 1,032 976 856 869 599 634 720 1,394 1,494 1,626 1,727 1,927 3,125 3,236 3,303 4,190
小学校 7,657 7,458 7,271 6,633 22,498 22,887 22,469 21,087 2,597 3,629 4,295 5,798 32,752 33,974 34,035 33,518
中学校 6,286 6,346 6,181 6,293 7,500 8,379 9,197 12,023 1,481 2,108 2,568 3,925 15,267 16,833 17,946 22,241
高等学校 6,541 8,620 7,143 7,555 4,743 5,957 6,994 10,631 2,065 2,864 3,416 4,280 13,349 17,441 17,553 22,466
専攻科 1,447 1,755 2,062 3,594 0 ― ― 46 0 ― ― ― 1,447 1,755 2,062 3,640
















































































































































































































































































































































































































































































９） 同上書 p. 85. Mills女史とされており，1887年中国に初めて
聾学校を設立した。設立初期には A. G. Bellの視話法を基礎と
した言語指導法が導入された。
10） 金蘭九，2004: 131.
11） 同上書 p. 132.
12） キム・ヨンウクほか，p. 62.
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